
日　時

講　師

定　員

2026． 8． 27（木）

を に
桜十字NST研究会 vol.17

ACPと多職種による意
思決定支援

先着順事前登録制：500人
（定員に達し次第受付終了）

当日：Zoom配信
見逃し配信：9/1～9/30まで ※お申し込みいただければ、
当日ご参加できない方も録画でご覧いただけます！

W E B
開　催

参加費
無　料

申込はこちらから

吉松  由貴先生
【略歴】
2011年 大阪大学卒
2011～ 16年 淀川キリスト教病院 初期・後期研修医
2016～ 21年 飯塚病院 呼吸器内科
2017年 浜松市リハビリテーション病院／聖隷浜松病院
2018～ 19年 バルセロナ自治大学嚥下障害 修士課程
2019～ 21年 兵庫医科大学生理学生体機能部門 博士号
2022年～ クイーンエリザベス病院 老年科
 グリニッジ大学 人間科学科 臨床研究フェロー 
2024年～ ガイズ病院、セントトーマス病院 老年科

【資格】
内科認定医、総合内科専門医、呼吸器専門医
摂食嚥下リハビリテーション学会認定士
バルセロナ自治大学嚥下障害修士
Member of Royal College of Physicians
（英国内科専門医）

【著書】
『誤嚥性肺炎の主治医力』（南山堂）
『誤嚥性肺炎 70の疑問に答えます』（金芳堂）
『対話で変わる誤嚥性肺炎診療
―患者さんの歩みを支える一言―』（日経メディカル）
『家で診ていく誤嚥性肺炎
 ―チームでつむぐ在宅医療―』（南山堂）
『がん・非がん患者の呼吸器症状を診る』（南江堂）
ほか

【連載】
『誤嚥性肺炎、診療の知恵袋』
日経メディカルオンライン

講演の途中で
リアクションボタンで参加！
みんなでつくる講演会！

吉松先生と
講演中

コミュニケ
ーションが

とれる！

誤嚥性肺炎を繰り返す高齢者の
ACPはどうしたらいいの？

誤嚥性肺炎は絶食？
抗生剤はどう使ったらいいの？

食べさせたいけど、難しい、
そのジレンマにどう向き合う？

こんなお悩みにアプローチ

イギリスと

繋がる！

18：50
〜

20：30


